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第5回 松本歯科大学研究会
昭和50年3月28日（金）16時～19時
松本歯科大学605教室
　座長　　佐藤勝也教授
6．理工実習で測定した各種歯科材料の性質
　　その2．鋳造精度にっいて
　　　　　　高橋重雄o伊藤充雄，永沢　栄
　　　　　　石井和生＊杉江玄嗣＊植田章夫＊
　　　　　　　　　　渡辺　宏＊（歯科理工）
〔プログラム〕
　座長　　野村浩道教授
1．ラット顎下神経節ニューロンの機能的役
　　割について
　　　　　　　　　　　鈴木隆（口腔生理）
　座長　　恩田千爾教授
2．顎骨の物理的性状について
　　　1．下顎骨の弾性度にっいて
　　　　　o待田順治，山岡　稔，内橋隆志
　　　　　　　　　　　　　　（口腔外科II）
　　　　　　高橋重雄，伊藤充雄，永沢　栄
　　　　　　　　　　　　　　　（歯科理工）
　座長　　原田　実教授
7．NaFのラット肝薬物代謝酵素活性に及ぼ
　す影響
　　　　　○倉橋　i寿，服部敏己，古畑りつ
　　　　　　　　　　　前橋　浩（歯科薬理）
　座長　　鈴木和夫教授
8．下顎大臼歯咬合面のDryopithecus　Pat－
　ternの変化について
　　　　　恩田千爾　o峯村隆一，宇治英世＊
　　　　　　　　　　（口腔解剖1）（＊学生）
〔内容抄録〕
　座長　　枝　重夫教授
3．Cemento－ossifying　fibromaの1症例
　　　○山田源一郎，佐野雄三，伊藤栄二
　　　　亀山嘉光，千野武広（口腔外科1）
　座長　　安田英一教授
4．乳菌アマルガム充墳の検討
　　一充填物の微小部位かたさについて一
　　　　　　　　　　〇高橋重雄，＊吉川昌幸
　　　　　　　　　　　（歯科理工）（＊学生）
　　　　　　　　　　故笹本義昭，今西孝博
　　　　　　　　　　　　　　　（小児歯科）
　座長　　橋本京一教授
5．理工実習で測定した各種歯科材料の性質
　　その1．石こう，印象材，セメント，充墳
　　　　　　材，鋳造用金銀パラジウム合金
　　　　　高橋重雄，伊藤充雄，o永沢　栄
　　　　　石井和生’，杉江玄嗣＊，渡辺　宏＊
　　　　　　　　　　　　（歯科理工）（＊学生）
1．ラット顎下神経節ニューロンの機能的役
　　割について
　　　　　　　　　　　鈴木　隆（口腔生理）
　演者はラットの顎下神経節に節前線維の接続関
係の異なる3種類のニューロンが存在することを
報告してきた．
　一方，顎下腺，舌下腺支配副交感神経には機能
とその効果器をことにする分泌・血管拡張・筋上
皮細胞収縮線維が存在すると報告されている、
　そこで，3種類の顎下神経節ニューロンと上記
機能線維がそれぞれ対応するものと推察し，どの
ニューロンがいずれの機能を有するかをつぎの点
から3MKCIガラス管微小電極を用いた細胞内
誘導法により検討した．
1）血液循環を維持した神経節細胞から記録した
緊張性放電および反射性放電様式
2）節遮断薬に対する節ニューロンシナプスの抵
抗性
3）節前線維（鼓索神経，舌神経）の経路
　all　or　none型応答細胞は1．5～2s間隔で1
～3発のspikeを発現する緊張性放電を発現させ
た．反射性放電は味刺激によって得られほぼ一定
の間隔（0．6～0．9s）と持続時間（1．4～2．4s）で発現
した．1回の刺激で応答は約1分間持続した．
　収敏型応答細胞は味刺激によって反射性放電を
発現せず，緊張性放電頻度は各節前線維によって
ことなった（0．3～9Hz）．　Spikeはおよそ0．03　Hz
以下の頻度で発現した．2発のspikeを発現させ
る型の細胞と放電様式を対応できる記録はまだ得
られていない．摘出標本とin　situの標本でOTC
およびNicotineに対するシナプスの抗抗性を比
較した結果収敷型応答細胞はall　or　none型応答
細胞に比較して抵抗性は大であった．節前線維の
経路から節細胞の機能を分けることはできなかっ
た．しかし舌神経からのみ節前線維を受けると考
えられるニューロンの応答を観察した．以上の結
果よりall　or　none型応答細胞は分泌ニューロン，
収敏型応答細胞は血管拡張ニューロンであると推
察された．
2．顎骨の物理的性状にっいて
　　1．下顎骨の弾性度にっいて
　　　　　　待田順治，山岡　稔内橋隆志
　　　　　　　　　　　　　　　（口腔外科II）
　　　　　　高橋重雄，伊藤充雄，永沢　栄
　　　　　　　　　　　　　　　　（歯科理工）
　顎骨の物理的性状とくに力学的性状について研
究することは、いろいろな外力に対する顎骨の反
応を知る基礎的知識となる重要なものである．こ
のような知見を得る目的で，今回私達は9頭の成
犬の下顎骨および対照としての上腕骨の圧縮応力
に対する強度・弾性度などについて実験した．
　サイアミラールNa深麻酔で屠殺し，下顎骨に
おいては第1大臼歯近遠心根の間の骨片を，上腕
骨では上腕骨頸部の骨片を摘出した．これらの骨
片のうち，血管・骨髄・’歯根などを含まない均一
な部分から，海綿質では直径3mm高さ3mmの
円柱を，緻密質では直径2mm高さ5mmの円柱
を作製した．
　これらの試験片の圧縮時の力学的性状を，島津
オートグラフIS　5000で測定し，次のような結果
を得た．
　海綿質一緻密質での測定値の差は，夫々の骨で
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下　顎　骨　　上　腕　骨
海綿質緻密質　海綿質緻密質
圧縮強さ（105g／cu2）　1．13　10．01　0．54　14．46
比例限度（1059／㎝2）　0，70　7．74　0．43　9．59
弾性度（106g／cm2）1．6632．96　1．0835．66
の骨小柱などの配列の差によると考えられる．さ
らに下顎骨では，咬合圧などが歯牙を介して海綿
質に達しやすいことにより，上腕骨海綿質との間
に差が生ずるものと思われる．
3．Cemento－ossifying　fibromaの1症例
　　　　　山田源一郎，佐野雄三，伊藤栄二
　　　　　亀山嘉光，千野武広（口腔外科1）
　Cemento－ossifying　fibromaは顎骨に出現する
極めて稀な中胚葉性の腫瘍である．今回我々は30
才の女性の下顎に発生した　Cemento－ossifying
fibromaの1症例を経験したので報告する．
主訴：左側下顎臼歯部の膨隆
現病歴：3年前に同部の腫脹を認めるも，無痛性
のため放置していたところ，昭和48年111同部
に軽度の異和感を覚え某開業医を受診し当科を紹
介され来院した．　現症：左側下顎臼歯部に無痛
性の腫瘤が頬舌的に見られ，咬合面に上顎歯牙の
圧痕を認めるも潰瘍形成は認められない．　X線
所見：左下顎第1大臼歯相当部より隅角部に至る
小鶏卵大の透過像を認め，一部隔壁様構造を呈し，
下縁の骨は菲薄で，歯槽頂部では斑状の骨不透過
像を有する．　臨床診断：セメントーマの疑い．
処置：NLA麻酔下に口腔内外により下顎骨部分
切除術を行なった．　切除組織所見：切除骨の頬
側骨板は菲薄で膨隆し，舌側骨板は比較的健全で
平担であった．病理組織学的には腫瘍実質は緻密
に形成された線維組織よりなり，この中に大小不
同，比較的多量の石灰化物の散在を認あた．この
硬組織は二つのタイプに別れ，一っはセメント質
様構造を呈し，他の一つは未熟な骨組織の像を呈
した．
病理組織診断：Cemento－ossifying　fibroma
現在術後10ヵ月を経過するも再発は認めず，経過
良好である．
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4．乳歯アマルガム充墳の検討
　　一充墳物の微小部位かたさについて一
　　　　　　　高橋重雄，吉川昌幸（歯科理工）
　　　　　　故笹本義昭，今西孝博（小児歯科）
　アマルガムの性質は製品の種類，混禾比，練和
条件，充填条件などの操作方法によって影響をう
ける．
　本報は交換時期を数か月～1年後にむかえる乳
歯にアマルガム充墳を施こし，試料を作成した．
脱落時に回収したアマルガム充墳を施こした乳歯
は，エペキン樹脂に包埋し，切断した後，通法に
従って研摩した．充墳物のかたさは，窩壁より
50～250μの部位と中央部200μの幅の中を100
μ間隔に微小かたさ計で測定した．測定荷重100
g，荷重時間は15秒とした．測定したかたさは，
咬合面からの深さ，と窩壁からの距離による二元
配置分散分析を行い，充墳物内のかたさ変化の位
置による寄与率を求めた．表はその危険率11％で
有意差が認められたものについての寄与率であ
る．試料No．3，5，は均一なかたさに充墳されてい
るが，No．1，2，4，7，8，は部位によってかたさの差
がみとめられた．No．1の試料は窩洞の中央部と
窩壁部分に有意の差がみられ，前者はHv
116～126，、後者はHv　83～113で中央部のかたさ
が大きくなっている．しかし，No．7試料のように
小さな窩洞に充墳した場合には窩底部を充墳物表
面とに差が生じ，前者はHv　102～125となり，後
者はHv　88～119を示し，窩底部が大きくなって
いる．また，No．8の試料についてはこれと反対に
表面部がHv　101～108，窩洞部はHv　80～84表面
のかたさが増大している．いずれにしても表の誤
差寄与率が68～91％であることは，アマルガム充
墳の不均一性を示しているものである．
5．理工実習で測定した各種歯科材料の性質
　　その1．石こう，印象材，セメント，充墳
　　　　　　材，鋳造用金銀パラジウム合金
　　　　　　高橋重雄，’伊藤充雄，永沢　栄
　　　　　　石井和生，杉江玄嗣，渡辺　宏
　　　　　　　　　　　　　　　　（歯科理工）
　理工実習の目的は，各種歯科材料の性質を検討
しながら，その取扱い方法を習熟することにある．
これらの実習は1期生190名を，32グループに分
けて行なった．したがって各種歯科材料は数種の
製品を選択し，各個人，あるいは2人で1～3回
繰返し実験し，1グループ単位で操作条件の影響
を検討した．同条件で最低2最大8グループ行な
い，測定値としては18～64の繰り返し数が得られ
た．これらの測定値は標準偏差を求め，95％信頼
区間を算出した．熟練した実験者ではない多数の
学生の実験値として各製品を比較することができ
たので，以下に報告する．
1．石こう，石こうは焼石こう，2種，硬石こう，
5種，超硬石こう，4種を使用し，焼石こうにつ
いては，食塩水によって練和した物についても測
定した．測定は，硬化時間，硬化時膨張，圧縮強
さにっいて行い，全てにおいて，焼石こうと，硬，
超硬石こうとの間には，大きな差が現われたが，
硬石こうと超硬石こうとでは，硬化時膨張におい
てのみ，超硬石こうが小さくなっている．2．印
〈各試料の微小部位のかたさ傾向に対する寄与率〉
No　l　　No　2　　No　3
M　　D　　M　　D　　M　　D
No　4　 　　　　　　　　　No　8
　　　　No5　No7
M　　D　　　　　　　　　M　C　　D
df
SA　hor．
SB　vert．
SA×B
Se
STx1000
480
　6
＊1
＊2
91
149
180　　270　　270
24
－　　　5　＊3
＊4　　9　　9
72　86　88
90　　133　　173
36　　135　　180　　180　　　　90
4　58　127
7
12
81
68 39
54　54　72
23　12
8　20　20
69　68　80
22　17　43
130
　3
　7
90
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（1％危険率で有意 ＊は5％危険率で有意）
象材，アルジネート系4種，シリコン系4種　4
オコール系2種を使用した．測定は永久ひずみと
弾性ひずみについて行ない，アルジネート系より，
シリコン系あるいは，チオコール系がすぐれてお
り，特にコルテックスは，永久，弾性両ひずみ共
良い結果が得られた．3．セメント，充填材，21
種について，圧縮強さの測定を行ったが，アマル
ガム，複合レジンが大きく製品別には差が認めら
れない．4．鋳造用金銀パラジウム合金の熱処理
かたさ．種々の条件において熱処理を行ったが，
軟化，硬化熱処理間に，有意の差は認められなかっ
た．
6．理工実習で測定した各種歯科材料の性質
　　その2．鋳造精度にっいて
　　　　　　高橋重雄，伊藤充雄，永沢　栄
　　　　　　石井和生，杉江充嗣，植田章夫
　　　　　　　　　　　渡辺　宏（歯科理工）
　鋳造精度に関する実習はFull　cast　crown型お
よびMOD　inlay型の鋳造体をエポキシ模型で作
製し，その適合精度を測定した．学生実習では24
名同一条件で24個の鋳造体を作製し，その測定値
について統計的な処理を行ない，比較した．鋳造
条件は埋没材としてGC，三金，松風Kerr，の
4社によるクリストバライト埋没材を使用し，混
水比，およびアスベストリボンの緩衝効果につい
て検討した．また，同一条件で，金型模型を使用
し，ワックスパターンを調製条件を一定にして確
認実験を行なった．実験条件について分散分析し，
寄与率をまとめた．各埋没材によって寄与率は異
なるが，アスベストの緩衝作用が三金が77％，GC
65％，Kerr　75％，松風86％と寄与率が高く，大き
な影響を有している．また形態においては埋没材
三金，GCが寄与率11％，危険率1％，　Kerrにお
いては寄与率2％，危険率5％で有意性が認めら
れた．一方混水比においてはわずかではあるが三
金とKerrにおいて有意性が認められた．この寄
与率の差は，各埋没材の性質によるものと考え，
硬化時膨張，加熱時膨脹，圧縮強さを測定して比
較した．また学生実習と確認実験における測定値
の変動を比較すると，後者の実験精度の高い結果
が得られた．この原因としてはワックスの軟化方
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法と固定する時間の差によるものと考えられる．
しかし学生実習においても，アスベスト内張りの
効果ならびに鋳造体の形態による影響が明らかに
されたことは十分な成果といえる．
7．NaFのラット肝薬物代謝酵素活性に及ぼ
　　す影響
　　　　　　倉橋　寿，服部敏己，古畑りつ
　　　　　　　　　　　前橋　浩（歯科薬理）
　NaFの生体内の酵素に及ぼす影響のうち今回
は，ラット肝薬物代謝酵素の，すなわち　aniline
hydroxylase（AN），　hexobarbital　oxidase（HEX）
及びaminopyrine　demethylase（AM）に対する
in　vitro及びin　vivoにおける影響を調べた．な
お，これらの酵素活性測定には種々のcofactorの
添加が要求され，殊にnicotinamide（NIC）｝ま，
NADPaseによるNADPの分解を阻止するため
に加えられるが，一方では薬物代謝酵素活性も抑
制するので，この点を検討し，さらにこれらの酵
素の保存安定性についても調べた．
　250g前後のWistar系雄ラットを用い，肝ホモ
ジネートの9，000xg上清を試料とした．　ANの活
性測定はp’aminophenolの生成による方法で行
ない，HEXではhexobarbitalの消失量，　AMで
は生成したfomaldehydeの量を測定した．
　NICはincubation　medium中の濃度を10
mMとしNADPの濃度を0．025　mM～0．4　mM
の範囲で行なった結果，ANの活性はNADPの
0．17mM以下，　HEXでは0．3　mM以下でNIC
無添加に比べ上昇し，それ以上では抑制された．
AMでは0．12　mM以上でやや抑制．それ以下で
の上昇は前2老に比べ著しくはなかった．
　試料（9，000xg上清）を6日間にわたり一20
℃で凍結保存した場合，経日的活性低下は，AM
でもっとも著しく，1日を経過するたびに約10％
の低下であったがHEX及びANはこの期間安
定であった．
　NaFの上記3種の酵素に対する影響は，　in　vi－
troでNaFの濃度が10－1～102mMの範囲で行
なった結果，102mMでHEX，　AMともに抑制さ
れたのに対し，ANでは40％以上の活性増強が認
められた．いずれにしても1mMまでは著しい影
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響を及ぼさなかった．
　NaF　lmMの濃度の飲水を約3か月間ラット
に摂取させた後の酵素活性は，いずれも対照群と
の間に差異は認められなかった．
8．下顎大臼歯咬合面のDryopithecus　Pat－
　　ternの変化について
　　　　　　奥田千爾，峯村隆一，宇治英世
　　．　　　　　　　　　　　（口腔解剖1）
　Gregoryは化石類人猿にみられる下顎大臼歯
の咬合面の溝がY字形をし，5咬頭をもったもの
にDryopithecus　Pattemと名付け下顎大臼歯の
最も原始的な形であるとした．その後様々な研究
者によって現代人はこの形が変化し溝の形はY型
から十型，そしてX型へと変わり，また，咬頭数
は5咬頭から4咬頭へと変わるという．そして，
この溝の形と咬頭数を組合せてY5，　Y4，十4，　X5，
X4という様に表わし，各人種間での出現率が数
多く報告されている．筆者等はインド人頭蓋骨
146例中，歯牙の咬耗が少なくう蝕のないものの
み101例をえらび先人の報告と比較するととも
に，各個体の第1，第2，第3大臼歯にどの様な
変化が表われるかを調査し次の結果をえた．
　1）インド人の第1大臼歯はY5型が55％，次い
で＋5型が33％である．またY型は・59％，＋型は
40％，5咬頭歯は88％，4咬頭歯は12％である．
これを他人種と比較するとY5型の少ない日本
人，台湾人に近い値である．
　2）第2大臼歯は＋4型（66％）が最も多く，次い
，
でX4型が17％である．また，第1と異なり＋型
が75％で最も多く，次いでX型が18％で，咬頭数
　も4咬頭が86％で大部分となる．此の数値は日本
人や台湾人の値より4咬頭歯の多い米白人やオラ
　ンダ人の値に近い．
　3）第3大臼歯はX4型（45％）が最も多く次い
で＋4型が28％である．溝の形はX型が約半数
で＋型が35％である．これはX型の多いオランダ
人より日本人や台湾人に近い値である．
4）第3大臼歯の萌出した個体は第1大臼歯のY
5型が約60％，末萌出は約40％である．進化が第
　1大臼歯までおよんだと考えられる．
　5）第1一第2一第3大臼歯を調べるとY5－十4
－X4型が19％で最も多く，次いでY　5－＋4－＋
4型が11％である．第3大臼歯の末萌出はY5
－＋4が36％，次いで＋5－＋4が25％である．
